
抜本的な改革に取り組まず、現行の経営体制・手法を継続する理由及び現在の経営状況・経営戦略等における
中長期的な将来見通しを踏まえた、今後の経営改革の方向性

　本村は少人口の自治体でありますが、広大な行政区域に集落が点在し、それに伴い下水道関連の各施設も広範囲に分
散していることから、施設や事業の統廃合は難しい状況と考えております。また、近隣自治体とは地理的な問題もあり広域
化についても非常に困難であると考えており、住民生活に欠かせない上下水道は福祉的な意味合いもあることから、これ
らを踏まえると、現行の経営体制・手法を継続することは止むを得ない状況と捉えているところであります。
　
　一方、安定した運営を図る観点から、担当部署における技術職や専門職の配置は必要不可欠と考えており、現状の職
員構成（技術職員・専門職員が不在）では、業務に支障を来している事も多くなっております。また、全体的な施設の老朽
化も踏まえ維持管理費は抑制に努めてきているものの、各施設・設備更新の中長期的な計画を策定し、整備を進める必
要もあると考えているところであります。
　
　これらの点を考慮するとともに村の将来を見据え、後世にできるだけ負担を残さない安定した運営を続けていく上で、現
行の経営体制・手法を継続することも含め、民営化や指定管理者制度、包括的な民間委託など、あらゆる観点や視点で協
議・検討が必要な時期にきていると考えているところでありますので、今後は関係機関等の協力を得ながら、それらの点に
ついて　取り組みを進めて参りたいと考えているところであります。
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